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′ゼ方！の再伐と産卵性について調査するとともに→ Ⅵ蟻ソ他兼用との交雑種々ナ・了イラーと1  

■て二育成し，その解体調禿を行なった。搾卵数は平均年95僻，卵竃は52gで耗熊†佃よ∠＝1から8  

川こ渡って発現し巌詭月に1土77％が耽駁した。化成熟：ま初産口令30〈川．卵盈48g．休暇2．7k9  
で産卵作に関しては個体差が大きい。飼料‡買取造；ま平均148g，要求；革10．972で産卵の良い4  

Jlで5．494であった。裡康状態は想邦薙と思われる別：つつきによる死亡淘汰苅が多く33％で，次  
いで痛凪が22％であった。醇化成爪は軍乱交雑種ともに鰯聞損紹0％以上で，発生率は70％以  
上であった。軍靴の育成牒鳥24遇令で酢70％，椎71％で体犯はそjtぞれ2，456g，1，991gで飼  

料賛求率ほ5，1と5．5であった。ブロイラーの成掛ま叩用純と軍鶉を経とLたコーニッシユ ，仁l  
一丁ックの交都穐とが体乳要求フ秦ともにほぼ同じであり．ロードアイラソドレッド椰の交雑種  

は．育成準は拉も良かったが休吼要諦斡ま劣った。解体調査は10ユ些から2過ごとに4匠桁巧  
イじが捗留は特定の凱抑が偏昔・】じ膵i位で（土なかった。  

は．i上体群朗ゲ▲一ゾ方式で1fなった給一朗円と週令ほ英  

】のとおりである。  

3．期間 産卵期間：48・12，】～49・11．20・育成期l用：  

49．4．19－24遇令まで，プロイラ【調査期間：49．6．  

7～16週令まで。  

J，調査項kl産卵状態，卯窮，休私 朗料消別品．放  

射大猟 ふ卵成軋 疾病，育成率．と投解体謂軋  

試験結果及び考察  
l 此卵類の成統  

（1）産卵状況   

席卵調査釈の性成熟状況ほ表2のとおりであって．初  

庶日令の最長は部7日，股矧ま235臥 初辟卵酎良人は58  

g，放′」、は40g，体重ほ重大3．1kg，棍小2】くgで各項日  

とも個体帯が大きく，48羽中250日令までに産卵をJ用始  

したこ熟ま12．5％，325日令までは37．5％．350Rノ育までは  

16■7％，350日令以上の取ま8．3％，卵動よ佳かであるが   

ま え が き   

：世親のl†じ雑椎のブロイラーとしての可能作を48ゴ声覧  

より追求して来たが49刑法ほ前年の適の交配で突施L  

叩歎は48年産難の性能調査と49年度附化雛の育成闇惰滝  

実施した一  
読強材料および方法  

1・仏式難 寸苧通甲郡（JG）の姉20可珊紬0羽，交都制  

の白ロック（WR），〔1コーニッシュ （WC），ロー、ド  

（SR〕，葦各20羽を使用し，雛は野鶴の育成調査用169  

乱 ブロイラー育成澗黍用288羽を使用した。  

2▲ 飼苅管理 飼養法は成私 育成共に平飼方式で成軌  

は1推5雌をノ占準として収容し，一般管理，衛生管理等  

は当甥の慣行に従い，離に対してはマレック■7クチンを  

接椰Lた。成熟ま10月以降はケージ飼育とした。飼料は  

一般市販飼料を全期間不断給餌とLた。ブロイラト調脊   

ホ東京都都塵試験場浅川分場 八二仁子市東浅川546l  
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蓑1 給 与 飼 料 及 び 遇 令  

表古妄嘉高丁五壷言盲き五嘉扁す定見諒靂   露～㌫扁云忘  粗択分  養分給昇  
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鶏  用  用成  31遇以 P韓16．0  

幼 す う 用   4 遇 ま で20．0  〝  

5 遇以降 18．0 〝  
イラ   
－用＝ ブロ イ ラー用  

案2 性成熟状況  個体差が大きい。調査鶏55羽の内終r窺ほ37羽で終了率  

ほ67・2％で，この37羽の産卵個数別羽数と平均卵垂ほ未  

4のように慮高202個．最低34個，平均99個で，100個台  

の産卵羽数が最も多かった。卵垂は90～100個台産卵の  

ものが比較的大きく53g台であった。  

（2）筑紫性の発現状況   

就巣は4月上旬から発生し．8月まで断続的に発現  

し 9月に就巣状態が不明確になった（，発現の最も多い  

月ほ7月で約77％が就巣した。月別の就農状況ほ素5の  

とおりである。  

（3）健康状態   

死亡淘汰の原因ほ悪癖（別二つつき）が多く，次いで痛  

風症であった。疾病の発生状況は表6のとおりである。   
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初産目令の増加により大きくなった。席卵数と卵電の月  

別状況ほ衣3のとおりである。年平均産卵率より上廻っ  

て産卵している月は4月を頂点とLて．3月，5月．6  

月とI1月の5ケ月間で，初産日令が遅く，就巣性が初夏  

より多くなるために産卵が少ない（、産卵数，卵垂ともに  
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黄5 月 別就東条発現状況   

2；3。5 67  月別  
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成難の病類別月別発生状況   
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体毛の状況は4r】を頂点として前後が低■■卜し年平均体重  

をl二廻る月ほ、1月から5月までと川，Ⅰ】月の7ケ月間  

で6月以降の低Fほ軌巣，暑さ等による食後の減退が体  

庶の減易となって現れたものと思われ 春期は約47％が  

3kgを越しているが年問を通じて3短を維持してきた佃  

体ほなかった〔体重の月別変化は穀7のとおりである．  

（4）飼料の摂取状況   

飼料の摂取最ほ春季に多く，夏季低卜し，秋季に回祝  

していてこの状況ほ表8のようである．飼料の要求率は  

年間平均10．972で、3～6月までの問と秋季の10，11fJ  

の6ケ月間は8～5の要求率であった、その状況l王蓑9  

のとおりである〔  
（5）ふ化成緋   

軍鶏のふ化は春2L司実施Lた、その成腰－ま表10のとお  

りであり，プロイラー発育調査用の交雑稗のふ化成続ほ  

表11のとおりで、1華鶏坪とロ【トー雌を交配した穫卵が良  

かヶた。軍鶏灘と巨lロック雌の交配檻卯は授精射ま良か  

ったが中止，死ごもりが多く，発生率等が他の一三～二より悪   
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末9 月別飼料摂取苛産卵貴飼料要求率  
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JG〉くSR  161： 805  

193－1  

かった，その原田は判明しない．，  

2 育成成掛  

（1）軍鶏の育成成蹟   

軍鶏の育慌は平飼方式で帝雛にほ電球による青雛箱を  
使用した。育成率は24主田令で雄約70％，雌71％で比較的  

良かったが，廃温後に急冷の日があったために集合痛が  

現われ，ために圧死又はそれが原田となって発育が不良  

となり，死亡又ほ湘渉こする雛が発生した。脚，札 幌り  

曲ったものの発生が多かった。それらの状況は表12，13  

のとおりである。  

（2）ブロイラー育成成損  

7 育成状況  

白コ【ニッシュ蛾と自ロードⅠ惟の文雄軽（WCる×W  

R♀）を対照区とし，軍鶏灘と臼コーニッシ叫雌の交祁  

種（JG6×WC箪）を試験1区，軍鶏経と白ロード雌  

の交雑桂（JG古×WR古）を試験2区，軍親灘とロー  

ド雌の交鮒柾（JG古×SR♀）を試験3区とし，各区  

36羽づつ雄雌別に育成した。育成率【よ特別に悪い区がな  

く．4週までは餌付不良の弱雛で死亡した難が試験l．  

21真にあり，その後は脚弱が各区に発生し，尻つつきも  

し2区に発生をみたが，育成率は最高97．2％から最  

恍72．2％で名区共に雌が妬よりも良く，雌鮭缶せた育成  

串では試験3】メニ，対照区，試験2区，試験l区の順でそ  

れぞれ約93，89，85，81％の育成率であった。発育体束   
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案12 軍 鶏 の 育 成 成 約  

‾‾  
‾  －  

一ー 
＿  

上中十ヤ中丼叶扁数   

阜㌶轟 
通増休 雌蛮 2 ・・・7  

間 ≒  
……………≡…≦  

義13週令別柄揮表  

’、二二 

二 キi漂                                    率  

】66≡21  8 715。  

曲  1L … 2… …2… …1；‘；言  
3 1   2  1 3   6   4  10   20  

122235＝10  

モ㌫   

竺互 
」． ．▼， 

は1kg以上に越した週令は対照区では雄8過雌10週，訳   区iま約100g，3区ほ300gと夫々小さかった。雌は雄よ   

験1区，2区では雄雌いずれも10週，試験3区では碓10  りもその差が少なく，発育の斉一性は3区が良く．次い   

遇，雌12遇であった。12週令で比較すると平均体琉は対   で2区，対照区，1区の順であった。12鳳14凰16遇   

照区，試験1，2，3区の腫で，その差は雄ほ対照区に  の体重は検定の結果各過とも全体では有意差が認められ   
対して1区は約100g，2区ほ200g，3区は約500gと   た。成鵡は衰14のとおりである。飼料の摂取状況を表15   

夫々小さく，また雌は対照区に対して1区は約40g，2  に示したが，12選拍で対ロ．現l真の雉ほ約5．1kg雌4・1kg，試   
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蓑14育成成績表  
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。6こ 

顔Ir狛ま維4・6kg席3・8人g．試験2区の姓が4・4kg雌3・7kg  た、こ14遇令の騨の4華厳掛ま試験】区」2区．対照区H 3   

講師3区の雄4・4kg，酢3・2kgで平均体重の大きい順に摂  【真の順で約6．Okg～5．6kgで要求率ほ対照区り 試験21き1   

取揚が多くなっている1飼料の要求率ほ緋では対照区」   1［天∴ 3区の順で約2．5～3．6であり，雌の摂取鰯：ほ対照   

試験1区，2区」：i区の順でそれ・それ2・716．2・739，  【亘，試験1区」2区．3区の順で約5．5kg～4．5kgで，そ   

2・752、3・459であり，雌でほ試験】1Ⅹ．2「束」3区」対  の要求熟ま試験2区．対照佐一 試験1区，3区の順で組   

照i亘の順でそわぞれ2・753．2・842．2．922，2．926であっ  3．0－3．3であったr16i型令の鮮では対照区，詞僻1区，   
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表15 飼料の摂取放 と 要求率  
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6   7  

1   5  6   
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交雑槌の羽装は，試験1区は雄雌ともに汚白色で黒斑  

が低かに入った状態から褐色羽毛が多く入った状態など  
雑多であった。2区の鮒ま横斑ロック色でやや薄い汚れ  

た状態で雌は薄紫色であった 3区ほ雄雌ともにロート  

色であった。冠型は1「亙が間取こ似た塑であるが21亘，  

3区は単冠であった。  

り 健康状態   
4週までの死亡獅は瑚付不良のものであって，その後  

では脚が曲る状態で死亡淘汰されたものが多い。尻つつ   

2区，3区の順で約8・4厘－7・2kg，要求率も同じ順位で  

約2・9”3、7であった。雌の摂取畳も雄と同じ順位で約  

7・1kg～6■2kgで要求率は対照区．試験2Fメ11区，31≠：，  

の順で約3・3～3■7であった。12遇令における飼料要求率  

は試験3区り雄を除けば他の区はその蓬が僅かである  

れ14週令16週令に要求率に差ができたのは，期間要求  

率が対照区でほ良くなったのに反して試験区が悪くなっ  
たためである。  

イ 羽柴及び冠甲呈  
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表17 遇  令  別  
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きも1区，3いこの雄に発生したっ 各区の遇令別死L淘汰  

は衣16のとおりである、  

エ 解体成統  
10退から2遇おき16週まで4回平均体制こ近いものな  

選定して解体調査した結県は蒙17のとおりであって，枝  

肉歩留についてみると，照一に同じ鶏粋が同じ順位を示し  

ていない。また内意歩留も同じ状況であって各週を通じ  

て同じ捧向でなく．ほっきりした判定がつけ難い状態で  

あったり もも肉，むね肉，ささみな薄塩味で電子レンヰ  

でエレックして食味調査を試みたが一億の厭向はみジ）れ  

なかっナニし、  

3 軍鶏のl代雑種の性稚   

軍鶏雌に単冠ロードアイラニ／トレッド秤と白ドック稀  

の雄を交配したl代雑種の性能を知り．軍鶏ブpイラー  

の母系の称親として利用L得るかを知るべく】1楠的た調  

賓を棄施した．、  

表18 棺三 成；鎮lた 沌  

（l）性成熟状況   

仕成熟は共芯堰いがロード雑は白ロック雑より47日早  

く産卵を開始したが初踵卵蒐と初産体蛮は小さかった。  

その状況は素ISのとおりである。軍鶏と比較すると初産  

日令は短縮して早くなっているが，初産卵風 体蕉はほ  

ぼ同じである√〕  
（2）殊卵状況   

ロード雑ほ12月には産卵を開始したが自ロック難は2  

月下旬～3月ヒ句に妊卵を開始し3～4月に政商の産卵  

になるが、就巣発現にともない産卵状況ほ変化する。ロ  

【ド僻は宙ロック雅よりも蕗卵数，卵重ともに良く，軍  

肇に比較すると産卵数は良く，－コード掛ま89帆ド1ロッ  

ク稚は5封岡と軍鶏より増加している。卵重でほロード雅  

が僅かに良く，白ロック剥ほほは同じであった。踵卵状  

況ほ袈19のとおりである。  

（3）就巣性   

就巣性はP←ド鰍・よ〔tlコック雑よりも顔主く，雑種にあ  

ってもその強度に個体差があるこ 軍鶏の就英1他の発現耕  

抑ま4月から8月までで．ロード雅でほ期間は同じであ  

るが発現率は低卜している．白ロック維ほ発現期が5月  

か巧〉7月と短かく．発現率は更に快くよ三知のとおりてあ  

ノ〇  
（5）体重及び外観  
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原m  
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表20銑乳状  
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表21体 重 の 月 別 変 化  

祁別  月別  

S R6×JG箪  

2 3/415/6 
5
 
 

5
 
 

F  均  

2・6529332・933  【ヰL≒  2．82512．9．2  2・9  2－780   

2．512．561  
ヰヰ867   

WR＄×JG♀ 弓2．5332．533  2‘7L 2－412◆：ヲと2■55㌻ 2■5し2－5l  

の桃斑ロック塑，軍梨型に似ているなど雑多で應った。  

1代難種は雑種強性により産卵性は陳糀の雌より増強  

され良くなり，就巣性は軍鶏よりも弱く現れる等良い結  

果がみらオ㍉ 優れた軍鶏を〕お礎として交配秩を作れほ匪  
卵快からみた母系の簡鶏は出来るかとも思われる。   

体寅はロード雅が自ロック雑よりやや或くその月別の  
変化ほ衷21のとおりである。   

ロード雑の外観は薄赤褐色の羽装で単冠であってロー  
ドに似ている。自ロック雑の外観は冠型，羽装共に赤符  

札 黒科の軍鶏に似ていて，附こほ桃班ロック塑や赤牲  




